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KAHF ニュースレター 2005年度

新学年お【始まり新しい口学生の中し込みを■'け |る手昴になりました 言様には日項留学
生の世話にまたKAH●り活動にごスカいたださDEこ■ntう仰座います
し=らくrrからAブ 「ククめ有のァヽイキンクや秋め六床での本一 ■ヽ■― =oブ ロックのフアミ

ツーや留学生が李加させていたたくよう=おり また転□策のおい0ヨ =ヽ^ブ ロックの管さんに

接加していたたいたり 新各観Eネ ー,″―にもご●"し たヽだくなど AB両 ブロックのそれぞれ
の臨 あるt4に 日学=や ファヽ リーよ掲三に,加 し 車しむ0会 ポ増えてきています 大至奏
時らしいことととんでいます また今食りkAHFの 亮ほに欠がせない新し, フヽァヽ リーの加入に校
立つて歓しいという申いも込めて立ななホーム本―ッゃ■ュースレターを立ち=け てヽヽたたいて
しヽますが高フロックリ侑線を末有していくことも大,な ことで,■う これからヽ いろいろを面で百
ブロンクの主養ポ吾=ることををしています
今釜難 ろしくお顧いいたし=す

(Bブ0ック 世首人代表 ―詢
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今回力`ら ハブロックとoウ0クク英ェo“ムHF=ュ ース"― Jとして受●
,0こ と4り ました ■出■"お【これ=したことをおRVい たし=ヤ
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★ 2005年 4月 16日 (■ )ケ
ー

キ パ ー
テ ィ

ー
僚 笥六草吉 四査萄

働"の ABブ ロック合同リケー■ムー,ィー 択uめ新しい留■三江宗てくれて KttFに ,し込んKれ まし
た フアミウ_■ りの'一■ヽクッ■―もあぅとしヽう向に転く4り ■ヽ″`サー 年ヽ寓そした

■5月 7日 (■)春 のハ イキング
■■伎神fIから 大EI神■ 漂掟■ 日這← ヨ,■ (市

0し ,お 4当 にヽまた を白して叡コlE車の「ま,■環′
まで0革 いァヽイ■ング ましヽ本気に忘まれ ●し,べ りヽ
一打●吉した

■7月Ⅲ415日 祇国祭船擦 岩戸山多観
禁町におEまい0
古"|どん E現1,さ
んい せ誘てい臣と
営■」をS領 し=し
た 人 1高ブロック
小 7ヽ0=奈 ウの事加
お【ありま r フ ァヽ
ワーにたま=声せて
tらってやって=た
日草ともあり 紙田
章の多園車 れ
ていました お世産
ぃたrtrぉ こ方モ

●く抑れ申し=″ ま
す

生



■ 1研 22E(主 )大 原六― キヽュ→ どヽ 所
こ4Lt恒傷0大 原「荷地既田大原部杓   (疾技Jわ たバ草壊】【り末―べ■_― 章加は47者と劇年よ
り少り なおヽったtす"=り たわり内 野ま 擁宮tま 張ど基″=傾なら ぷりおほおt一杯の後は ,
一ムこ震既

★12月1,日(■)Bプ ロック泰族会 レストラン「本りの申iJ
T,どん 4Hチどん0お世話モBブロ″ り宝ほとを観書ました 育段奈りお印 IA=ないフ本ワ」,とをん
り占いた苺 お筋打はすみ 革●t 0ヽど 時(吹 てu店 者17石)

■ 2000年 1月 15日 (日)Bブ コック斬寄親建′く―ティ ′サ ー 京調 日障まま姿壇
印 りを落′ヽ― rを開==r 今 年十■査べ均を座入するなつ 7 ツ`~=は 気甚に=享加いたた1おう な
工夫をしました 留学宮 ファヽ ワ t=え た88融 クィズゃケーム==【 掌しく窪り=打 り=r ′ (tr_窪 況
てした 人ブロックoフ本 ヮーのど凄加も“(ン,ミリー的∞拓 密草とおEO石り喜 In4raりました ごほ力しヽ
た“ たヽ富苺に璃 いたは す

す



   
 

 

＜5 年間の日本生活を終えて＞ 

 
表 羅英（ピョウ ナヨン）2006.1 

 

 日本に来て５年が経ちました。その間、住所が 3 回、

パスポートの在留資格が 3 回変わりました。海外生

活は初めてだったのですが、なぜか不安より期待で

ワクワクしました。そのような気分で出会った京都の

第一印象は町がきれいで、静かで、人々がやさしく、

歴史と共存する町でした。都会から来た私は人が多

くも少なくもない、また、生活に不便もない、まさに理

想郷だと思いました。旅行もいっぱい楽しんでお友

達もいっぱいできました。しかし、このような楽しい生

活ができたのは学業と生活の二つの面で大変お世

話になった方々に恵まれていたからです。 

まずは、日本語もちゃんと話せなく、慣れない日本

生活に戸惑っていた頃、KAHF のケーキパーティで

日本語の先生に出会って勉強をし始めた頃、これが

きっかけで今までずっとお世話になっている N ファミ

リーに出会ったのは何よりの出来事でした。それま

で、一人暮らしが多くなぜか家族の絆というところが

足りないのではないかと疑い始めたところでしたので、

N ファミリーとの出会いはこの疑いを完全に溶けてく

れたのです。とても暖かく、家族全員が家庭を大事

にしている姿が印象的でした。それから現在まで 5

年間もお世話になりました。KAHF の行事はもちろん、

毎年お正月や年末、クリスマスなど町中が騒いでい

るとき、家族のようにいつも呼んでいただき一緒に過

ごしたので、海外での寂しさなどは殆んど感じません

でした。また、忙しい中でも月に 1 回くらいは一緒に

食事をするようにし、いつも近況や変わったことなど

がないか、元気にしてるのかなど連絡をくださったの

です。この暖かいぬくもりを帰国してからも留学生た

ちに伝えたいと思いました。 

この場を借りてもう一度 KAHF の皆様にお礼を言

いたいです。ありがとうございました。 

********************************** 
この 4 月に彼女は待望の赤ちゃんを、そしてご主

人は母国韓国の水源で助教授として忙しい毎日を過

ごしているようです。 
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昨年宵宵宵山７月13日、京都の一番暑い日、Bブ

ロックの古川様のご好意で、船鉾見学を無料でさせ

て頂きました。 

 

 
 

 滅多に無いチャンスで、留学生３２人、ファミリー15

人合計４７人の参加者でした。みんな気持ちよく見学

させて頂きました。   

 見学途中♪コンコンチキチン・コンチキチン♪のお

囃子も入り，一瞬蒸し暑さを忘れるくらい、風情をか

もし出して、何だかいい時間を過ごす事ができまし

た。 

 

 既に参観をおえた留学生たちもすぐには帰らず，そ

の場で写真を撮ったり，お向かいのお家の屏風を見 

せてもらったりと，祇園祭りを満喫していたようです。 

 疲れたけれど、でもあの楽しそうな留学生の顔を思

うとやっぱり今年も・・、がんばりましょう！！ 

 

留学生からの手紙 祇園祭  船鉾見学 



バキスタン地震被災者支援写真展を終えて
工 4ti

3月 lS Fわら4日田 ひど =ヽ =転 塩て′ヽ■スタン地宏領資宮貫寝耳=属 を行い=Lr KAHFと して
こういつたにしを行うのは,な くとヽ ■の郊 長けてよ初めててしたし ,=属 を開にするといつてtノウ′ヽ

ウと,も疑いな道そ 計回はス,―卜し■じ■
など報 を行つたのか ますそのを経おヽら力高

しなすればなりませ●
に,の 0月 t日 本■スタンて大地印 t登生した

という■‐―スを そリコ0内 こニュースて如りまし
た 首blroィスラ7夕` 一ドによ 弥HFを通して知り
占った元留卓と ムツ■ヒ■7ラム氏打 嘱日してま
ほとこんていました 在のま度とま京れに留学,に
,Iの は麿にも=ち■つた吾どの,言合しヽ■しれ
ほ国資も向々電高… ―″て立江=塩 え合つて=ま
■■bル 採=て いるわ`う "気 こなった0ま 当繁の
■モしt

電ま【やぅとと篤な取れ 姻Jお親 l■をはしたも
り0景 も寓終tキ=てあった車を如り とりあえすよ

口
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にっとし=した てれわらしよヽ くして 正からメールおEら
首都のイスラマタヽ一卜よりも インドと0国境 IIの 山こ部そ紙ヨか(大=打った事 あち こヽちらて道Hrl i断
され枝女斉めよ】を確彦する=す ら車しし`=夜 自,■ほ質した■人一まを自分のま ここ=わせている,,
どを知るに,十 綬らのためIIか してあ,られる=は 篤いかと=えるようこなりすした

こlL=そ ″AⅢⅢ 京れに留■している草とにヽストフアヽ リーを招
介して 宝 航する=を 目的どして言ました 忍占,も “IH● に入=じ

■■ととお,ど 合いをどせていただくようとなってから20年五い4
月力t荏●ます 0ロ マレーンア タヽ■スタン 草自 ■ヽと これ
ま【にヽストテ ミリーとしてヽ“さ合いした留■三 ま6まま モ0
に力Wこ=り A人 年お いて たくさすの■三こと的け合う=力 H`其
ました

OHFお (忍主されておヽら22卓 豪にすくり留草=跡 ストファミリ
ーな資航を時 ました iれ ぞれり景産 こ かつておせ忘tた留
■=わ 母t Hヽrrr(ど ん葛されているヨてしょうし い=た におⅢ
ど合t の`塩↓`ている方もいらっし,る=て しょう こういつた■ど合tヽ

力tネヨリ京の塩=京 てあり 日 本を窪震してヽ■うtめ に大切=在
ま=二 たしているとヽ =え ます こうしてをつて宮た留■Jとり0な

か(りを夏に深0こ れ=そ の感 HFめ 活動0こ 工蕉tして今日の■
■震Iあ ■たと私は与えます

な文書を支まする●=震 を開=たい旨を元留草==こ えたと
ころ 占ちらこちらの知り古↓W[■をかすてくれて■=どによしてもらい 吉た―Eな ます本人よ絃メ楚になしヽ
【真略に■==に つて てヽくれたこと(S=Eの 同終よ真重 [●十て勧まuじ■じt ttHF Oせ 喜大t―“
フアヽ け― ttFを ■■〔塩"套ど舞肛 草“IPしヽ 卓=の 晨ネなどに知どを積けま r ま た,、キスタンの
通信=情 のこさおヽヽ どれたすめ■■=と,てもらえるか^,が あつたこども占ワ 延窪登笙E技 こ現地てま
摂え動を覇あt N60にS■ =4「なしてもらつたまお【■=震 閣にに大吉な力とどった,ヽ忘れてま,ウjt4ん
ま搭的に晨テ吐 ■=は NCC張 とのものと留■=力【t■【くれたもoと■々こなり=した

t
!

て言ました



卓ま震めいに'に WBOリ メ匿‐ ,メントがあつ

たことや 天慎rrgか った=な ど ■こにとつてま不
どな4ド によつて こつたこど末塚宮競打やご=せ

んてしたわて“日何を通して2い 492円 0ま 全を革い

る章イ0斉 =した

今回0喜 全ため =協力,てくれたムジャヒドアラ
ム氏と 神■め留草=0,ビ ードアメミ氏b【績A

班リーつて高るうシ 一ヽル班方にあるランシヤ イH

りま!と していま, 五 日 7ズ ミ氏江神■そ掌めた

夢査リー師てヽに■子" ■ヽ枚"(再Eさ t■●■打

どられて=ました 立いて男■力ヽ■,正 確 地

ほてえてt(し たまに0た あの【産にまを差忍する

予定てす 世古大て言じ合つた村I「は H●(奏 あた

ま査もランジⅢティ打在理めたbに 直■【tらうどに

し=しttヽ すれヽのどこかに「KAHF!りX,力 t入ったEttIILコ =れ るAヽ知れません (ちなみ1‐ 口再電
された女i力 ■,り 遭ュ費用 まれ 20万円てした )

ミ蕊になりました"t今 回0■ =展 セ印震するこ当たってます(0方 Eご協力い■■=■じt一 人,た 0

たり主んたりするIAを 叱峰旗崩したり時には離めたウしてくださつた世話わ 方々 ■=ウ リント0た いに

転力してくた■つた大■の四に=0方 やヽストファミリー0方 ―ヽ rングにⅢ医t壕加して本4′ りr庄 や

日示にほ力してくださつtヽ大 フヽァヽ リーめ方々 ■ヨ,こ 町=笙工してくれたウ ■=震 こ来て来塩有べの

駆Flにあtつてくれた留■J差 ファヽ ワーの民し`0た 0に お草子を作つてくれたり おまを出してくた=った首
され ■■医り=Ⅲ 当置に=てくださった方 てして■■を授ほしてくたさつたN60 NO● 0(花EEま大 日本国
庫民向指力会,め■Jり 方 目にg討 す^=C■ 長最に,そこんて喜査をしてくたさつた首さんてす ここでき
いて,(輌 れ0し■ ,ます ■Jこ t柏 力有憲う .い ませた

与=震 り鞭占をす●前に イツドネツ7て電Jれ 度が4三 しました ここ頚,主 て笠 すこせ京0あ るらこち
らて大規格な女青打豪=している=に 不安ど臣します 転I者 0方 々によ心わら,露 い中上十=す

インドネシアモま ―所■0せ 重ど=症 によるほ宮わら■t党 全に在栗されたとま=い イたいよ"=あ つた
ところ=場 所 ま増うも00ま た大吉なI宮 に■算われた=そ 宮 すた臨■ よ大さいと思われます ,ァミリー

の,(イ ンド■シア0口 草=とお■●いのある方の■ こは Ftに とわれた方をと存殉め方 tヽ らヽぅしヽ る
■■しょう Ⅲ力め形【支蟹=,ど Vjすられてまどうてしょう0お お■=し しヽたt とヽ考えてしヽます

ホンジュラスからの手紙

てい●度 トンシュラスて'■ 済外ほオ厳として斉勧している
OE知 tEさ●(H●0谷 E目 は 4代 さんの頌さん)=Aブ ロック
の■富人=■ ■としてま目(蔭密ァヽ一i=力 10+ワ コーター4
。=掌 うてとつたことにおしてヽ■など度目詢 t>

(最 初の■紅>

この度は ヽンシュラス■のホランティアお重にごほ力頂わ
り打とうございましt=長 ばしヽたた=ました草車 す 窯=両 転
とえにI ジ ュラスモやって=ま した ま 前にヽシジュラスをど

紹■■=な t まヽまそしためて い草 [ホンツ=ラスのIFヌと活

動り縛■律 せていたださます
■のに地てあるトンシュ,大田Iル r‐ッ民チクリ市にす な主の座=,学 技おてあり =に知的庫宮=,つ

子どi重40者 =どポ草κています こり中なば公立てありないら 自たにこ克分な支ど0奈 袴わ(ないため
紅設のまとんどを合奈日のイカ ア水奇すじ口主されたヽめて ■向予=ti=■ ス,ソフの人i子 のみ
であり,どもとめ京Et衷 しておれとよ=い草く“に■冒めた0の■真やヽ140A定 [拍んてい■す
=た ■は から■,に 垣えない子ど↓たち しヽわゆる大トワートテルドレンの'お軍といえる,ども進めため

めにまをあり ここ【t週1日IEE吉草め姿芸をして, まヽす この五段 よ に筋は自活京 大■査ヽ電気 ネ道

／
３



■などま枝青“ 子ども草の務交や■■景は日人の奇tてこ首してい=す ここて草んている子どヽ 差 ま 質
しさのため掛=r●グート ■技に着ててるた0め ンャツも日えなしヽま況です打 iり ま虐車E■ 班虚なさての

IEわれ方れ 情ヽ続的な問題を抱え■7江 す(そ のま現とし【

■草はナ■ =校ユつと考えています

,■ の2宜所てのたれに障ビ 富草の資蕉て ま恵をまiワ

リズ■力受=したりしてしヽますよ どうしてヽ 率露とり題れ●い
bf工■してしヽるため言豆=ま うことなFEしく また=言 庫ヨ■

市強的な芝宮0た めに「弘うJということイ困禁と'一 スヽ夕〈

うけ■す ■のた0喜 草を取り入l■田人のま現のほA合 章

草草国活動rjて言4tすとヽ えておりましt

=章 のと大に閣しては 日本おちの■■としモ析しt 業ヽ章=

軍うことは^可 能て まありませんよ ■■に剰れ言って, るヽヽ
ツシュラ入め首=雄 を単tlするためにヽ またiり 其霊o■ =

さを子どヽ たちこ窪臣して ■ヽうためにヽ ,ltてとく=正 として工人ましたく思い こめ,管 ねにごほカコ芸
して

実ほに目まを取り入れた猥空をおいるの ま"草 期の2月おヽらとなる予定rF打 私のた立itす でまなく
にヽラ ーイアのみな吉んとヽ 共有してて言るたす有効に活用(言るようこと考えてしヽます =当 におり0(とう=

まい=した

,成 7年 10月0自 杏垣 知E

(今 に よ つt おヽ [目いた,しなそヤ>

KAHFの 管拒

宮茂いか4th担乱 そしぃうおヽ こち てヽは高=打 抵=ウました 策この回景●草`rFl t輝になり よスのな

吉 ま心巨さ4ま すA値 駒t勁妨払 IIヽ ルヤー ことれて夏在と言甑にすり=じt

ごて ヽンジュラスては新■期江2月から西宮"ます 0年 よ大4t領選挙リウ害て3月" Lヽtlス,一卜こなり

=したわ【草転醜 まって3,月 古経ちました 0月か  ヽtintt言 ■●t革 能 在しヽ塔b=住 とにttて

七年丼すのて そのほ■をお的れ たしヽとをいます

以前… たタンリi。 技露■はそよ EEO庫

言0競 クラスて痩翌′ヽ一モ=万=電 度リクラスてまリ

コーダー宮 驚萱It官のある,ど もと こは大蔵を獲●t

授空をit ■ヽじtrめ クラスのJHEt票 母に電略草々て
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